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松松崎町健康づくり食生活推進協議会の会員が松崎幼松崎町健康づくり食生活推進協議会の会員が松崎幼稚稚

園岩科園の園児を対象に料理教室を開きました。園園岩科園の園児を対象に料理教室を開きました。園児児

は、塩分控えめで体にやさしい天然だしのもととなは、塩分控えめで体にやさしい天然だしのもととなるる

かつおぶしを削る作業を体験しましたかつおぶしを削る作業を体験しました。。
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松崎町代表チーム
登録選手決定！

県
内

市
町

チ
ー
ム
が
参
加

３５

３９

し
、
第

回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅

１６

伝
競
走
大
会
が

月
５
日（
土
）、静

１２

岡
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
、
草
薙
陸
上

競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

区
間

11

・
１
９
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ

４２れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
大
会
に
参
加
す
る

松
崎
町
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
が
決

定
し
ま
し
た
。

今
年
も
町
の
部
入
賞
を
目
標
に
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
熱
心
な
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。

松
崎
町
民
の
代
表
と
し
て
、
懸

命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
選
手
た
ち

に
練
習
、
本
番
と
も
皆
様
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

第１5回市町対抗駅伝大会の様子

コーチ 監 督

第４区一般（女子） 第３区小学生（女子） 第２区小学生（男子）

第１区・第８区・第９区 中高生（女子） 第５区・第７区・第10区
中高生（男子）

土 屋 武 彦さん

（松崎中教諭）

－桜田－

高 見 武 彦さん

（アドホックヤマダ）

－道部－

山 地 玲 子さん

（大学１年）

－北区－

矢 野 優 歌さん

（松崎小５年）

－桜田－

山 田 吏 希くん

（松崎小５年）

－桜田－

佐 野 春 奈さん

（松崎高１年）

－道部－

山 田 采 礼さん

（松崎中１年）

－桜田－

関 ま ど かさん

（松崎十字の園）

－雲見－

山 本 遼 佳さん

（松崎小６年）

－桜田－

岡 村 海 翔くん

（松崎小６年）

－道部－

平 野 文 珠さん

（松崎高３年）

－桜田－

高 見 育 美さん

（下田高２年）

－道部－

石 原 李 那さん

（松崎中３年）

－南郷－

第11区一般（男子）

舩 津 弘 貴さん

（下田消防署）

－船田－

石 田 和 也さん

（松崎町役場）

－江奈１－

第６区40歳以上
（男女不問）

佐 藤 文 彦さん

（稲生沢中教諭）

－雲見－

竹 内 聡さん

（竹内園）

－宮内－
第１6回大会松崎町チーム集合写真

大 場 康 平さん

（下田高２年）

－伏倉－

竹 内 和 樹さん

（松崎中３年）

－宮内－

（松崎高１年）

－江奈１－

（松崎中２年）

－江奈３－

真 野 泰 明さん鈴 木 龍 斗さん

船 津 慧 悟さん

（松崎高１年）

－那賀－

月月月
55
日日（
土
（
土
））

時
ス
タ
ー

時
ス
タ
ー
トト

１２１２

１０１０

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！！
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松
崎
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
希
望
者

人
が
参
加

３６

し
て
、

月
８
日
か
ら

日
の
２

１０

１０

泊
３
日
の
日
程
で
、
松
崎
高
校
の

宿
泊
施
設
「
龍
門
館
」
に
て
、「
ま

つ
ざ
き
っ
子
通
学
合
宿
」
を
行
い

ま
し
た
。

初
日
は
、
夕
食
を
各
家
庭
で
済

ま
せ
て
か
ら
龍
門
館
へ
集
合
し
、

開
級
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
級
式
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
援

し
て
い
た
だ
く
皆
様
の
紹
介
、
通

学
合
宿
の
目
的
や
共
同
生
活
の
ル
ー

ル
等
の
説
明
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
自
己
紹
介
や
翌
日
の
夕
食
用

食
材
の
買
い
物
相
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
各
家
庭
で
の
生
活

よ
り
少
し
早
起
き
を
し
て
、
ふ
と

ん
の
整
理
や
朝
食
作
り
、
片
付
け
、

学
校
へ
行
く
た
め
の
身
支
度
等
を

自
分
た
ち
で
行
い
、
元
気
に
登
校

し
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、

班
ご
と
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
と
一

緒
に
、
予
算
内
で
夕
食
の
材
料
や

デ
ザ
ー
ト
を
購
入
し
て
か
ら
龍
門

館
へ
帰
り
ま
し
た
。

龍
門
館
到
着
後
、
う
わ
ば
き
洗

い
、
お
風
呂
掃
除
、
夕
食
の
準
備

等
を
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
協
力
し

て
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
３
日
目
は
、
起

床
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
と

一
緒
に
朝
食
準
備
か
ら
始
め
ま
し

た
。
み
そ
汁
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
炒
め

作
り
や
配
膳
等
み
ん
な
で
役
割
分

担
し
て
家
事
を
進
め
ま
し
た
。

朝
食
の
片
付
け
が
終
わ
る
と
、

荷
物
の
整
理
、
布
団
干
し
を
し
て
、

昼
食
の
お
に
ぎ
り
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
お
に
ぎ

り
の
形
を
整
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
方
た
ち
の
指
導
の
も
と
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
た
ち
と
一
緒
に
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
、
昼
食
で

自
分
た
ち
が
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を

食
べ
、
折
り
紙
を
教
わ
っ
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

・
大
き
な
お
風
呂
を
み
ん
な
で
協

力
し
て
き
れ
い
に
で
き
て
、
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
。

・
い
ら
な
く
な
っ
た
布
で
お
皿
の

汚
れ
を
と
っ
て
か
ら
洗
う
と
、
海

や
川
が
汚
れ
な
い
と
知
っ
た
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
教
わ
っ

た
料
理
の
コ
ツ
等
を
家
の
お
手
伝

い
で
い
か
し
た
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

「
通
学
合
宿
」
で
は
、
年
齢
の
異

な
る
小
学
生
が
、
家
庭
を
離
れ
た

環
境
で
、
共
同
生
活
し
な
が
ら
登

下
校
す
る
も
の
で
す
。
日
常
生
活

に
必
要
な
生
活
能
力
を
習
得
す
る

こ
と
や
、
子
ど
も
の
活
動
を
地
域

の
大
人
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
を
深
め
、
地
域
と
子
ど
も
・

家
庭
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

「
通
学
合
宿
」
は
、
ど
な
た
が
実

施
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
規
模
の

要
件
も
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

地
域
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
・
子
供

会
で
も
実
施
で
き
ま
す
。
県
か
ら

補
助
金
も
出
ま
す
の
で
、
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

グループ活動

龍門館から登校

うわばき洗いカレー作り

ニュースポーツ大会

夕
食
は
、
５
班
に
分
か
れ
、
自

分
た
ち
で
買
い
そ
ろ
え
た
具
材
で

カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
班
ご
と

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
カ
レ
ー
が
で

き
ま
し
た
。

ま
つ
ざ
き
っ
子
通
学
合
宿

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目

夕
食
後
は
、
全
員
で
片
付
け
を

終
え
る
と
、
２
班
に
分
か
れ
、
地

域
の
方
の
指
導
の
も
と
、
新
聞
紙

を
使
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目

参
加
し
た
感
想
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町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
町
行

政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
町
職
員
の
給
与
等

の
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
は
、
国
お
よ
び

他
の
市
町
村
等
、
な
ら
び
に
民
間

事
業
所
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
定

め
る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
件
費
に
は
、
町
職
員
に

支
払
わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議

会
議
員
や
各
種
委
員
等
の
特
別
職

に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
普
通
会
計
決
算
に

２６

占
め
る
人
件
費
の
割
合
は

・
９

１７

％
を
占
め
、
内
訳
は
左
図
に
示
す

と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

◎期末・勤勉手当

計１２月６月区 分

２．６月分１．３７５月分１．２２５月分期 末

１．５月分０．７５月分０．７５月分勤 勉

（平成２７年１０月１日現在）

※役職により課長職１５％、課長補佐・係長相当職１０％、主任主
査相当職５％が月額に加算されます。 （各年度とも４月１日現在）

◎普通会計職員の職員数

合計
技能
労務職

小計

６級５級４級３級２級１級区分

課長
課長
補佐

係長
主任
主査

主任
主事

主事
主事補

標準的な職名

８４人１０人７４人９人５人１５人１４人１１人２０人平成２６年度

８４人９人７５人９人７人１３人１３人１５人１８人平成２７年度

技 能 労 務 職一 般 行 政 職

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

４９歳６月２８３，０１４円３８歳２月３１２，３３９円

（平成２７年４月１日現在）

◎職員の平均給与月額・平均年齢

１人当た
り給与費
（Ｂ／Ａ）

給 与 費 等職員数

計 Ｂ
期末・
勤勉手当

職員手当給 料Ａ

４９８万円
４億

１，８４０万円
１億
３８６万円

３，２６７万円
２億

８，１８７万円
８４人

※特別職・臨時雇用分は含んでいません。

◎給与費等の状況（平成２６年度普通会計決算）

◎初任給

年間支給額期末手当月 額区 分

１０，２２９，５８０円給料月額×１．１５
（役職加算）×
４．１月分

６１２，０００円町長

給

料

報

酬

８，２７３，９２５円４９５，０００円副町長

７，３０４，４５５円
給料月額×１．１５
（役職加算）×
４．１月分

４３７，０００円教育長

４，２３３，５４７円
給料月額×１．１５
（役職加算）×
３．０５月分

２７３，０００円議長

３，２２５，５６０円２０８，０００円副議長

２，８９９，９０２円１８７，０００円議員

◎特別職の報酬

（平成２７年１０月１日現在）

金 額区 分

１７４，２００円大 学 卒一
般
行
政
職 １４２，１００円高 校 卒

１８６，１００円大 学 卒
採
用
後
二
年
経

過
後
の
給
料
額

１５０，５００円高 校 卒

（平成２７年４月１日現在）

町町町町町町町町町町町町町町町町
職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員
給給給給給給給給給給給給給給給給
与与与与与与与与与与与与与与与与
等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののの
状状状状状状状状状状状状状状状状

町
職
員
給
与
等
の
状
況況況況況況況況況況況況況況況況況
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月

日
は
、
ご
自
身
の
年
金

１１

３０

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確

認
し
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
「
年
金
の
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
自
身
や
ご
家
族
の
加
入

状
況
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

給
権
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方
等

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

○
追
納
制
度

全
額
免
除
や
一
部
免
除
（
一
部

納
付
済
み
）、
納
付
猶
予
等
の
承
認

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
、

年
１０

遡
っ
て
納
付
が
で
き
ま
す
。

後
納
制
度
、
追
納
制
度
の
申
込

書
は
役
場
に
も
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
健

康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
後
納
制
度

過
去
５
年
以
内
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
に
つ
い
て
、
申

し
込
み
に
よ
り
、
平
成

年

月

２７

１０

か
ら
平
成

年
９
月
ま
で
の
３
年

３０

間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歳
６０

以
上

歳
未
満
の
方
の
任
意
加
入

６５

中
の
保
険
料
や
、

歳
以
上
で
受

６５

こ
れ
ま
で
の
年
金
記
録
や
年
金

見
込
み
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の

ご
利
用
に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

の
ペ
ー
ジ
の
「
新
規
ご
利
用
登
録
」

ボ
タ
ン
か
ら
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

○
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
検
索

○
ス
マ
ホ
で
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
ア
ク

セ
ス

ま
で
の
加
入
記
録
や
受
給
見
込
み

額
、
年
金
請
求
の
手
続
き
等
が
で

き
ま
す
。

年
金
相
談

【
日
時
】

月

日
（
水
）

１１

１８

午
前
９
時

分
か
ら
午
後
２
時

３０

※
ご
本
人
様
以
外
の
方
が
相
談
さ

れ
る
場
合
、
委
任
状
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
出
張
年
金
相
談
で
は
共
済
年
金

に
関
す
る
記
録
が
確
認
で
き
な

い
た
め
、
共
済
組
合
等
に
加
入

さ
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
回

答
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
等
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成

年
１
月
か
ら

月
ま
で
に
納

２７

１２

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

平
成

年
中
に
納
付
し
た
国
民

２７

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と

き
に
、
領
収
書
等
の
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

三
島
年
金
事
務
所
の
職
員
が
相

談
員
と
し
て
、
年
金
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

出
張
年
金
相
談

年
金
額
ア
ッ
プ
・

受
給
資
格
を
得
る
た
め
に
は

こ
の
た
め
、
平
成

年
１
月
１

２７

日
か
ら
９
月

日
ま
で
の
間
に
国

３０

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、

月
上
旬
に
日
本
年
金
機

１１

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成

年

月
１
日
か
ら

月

２７

１０

１２

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国

３１民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら

れ
ま
す
）

国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ

ん
、
不
慮
の
事
故
等
、
万
一
の
時

に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

国国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
はは

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
すす

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

ららららららららららららららららららららららららららららららららら

い

い

み

ら

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
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ののののののののののののののののののののののののののののののののの

日
は
年
金
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日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
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硯の産地としても有名な早川町
すずり

日日
本
一
人
口
の
少
な
い
町

日
本
一
人
口
の
少
な
い
町

山
梨
県
早
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
学

山
梨
県
早
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶぶ

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
①
（

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
①
（
全全

回
）
回
）

１１１１

め
に
は
一
人
一
人
の
力
を
引
き
出

し
て
連
携
を
促
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
移
住

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
外
部
か
ら

新
し
い
力
を
入
れ
、
力
を
貸
し
て

も
ら
う
こ
と
も
重
要
。
地
域
の
価

値
や
可
能
性
を
信
じ
ら
れ
る
住
民

を
い
か
に
育
て
ら
れ
る
か
、「
人
材

育
成
」
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
現
在
９
期
目
と
い
う
早

川
町
の
辻
町
長
。
ま
ち
づ
く
り
に

か
け
る
思
い
を
語
り
ま
す
。「
過
疎

化
は
確
か
に
問
題
で
す
が
、

万
人
の
人
が
い
て
も
、
そ

１０の
人
た
ち
が
み
ん
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
た
ら
ど
う
で

す
。
例
え
千
人
に
な
っ
て
も

５
０
０
人
に
な
っ
て
も
そ
こ
に

暮
ら
す
み
ん
な
が
幸
せ
だ
っ
た

ら
い
い
町
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

早
川
町
は
山
村
留
学
の
費

用
の
全
額
を
負
担
し
て
い
る

唯
一
の
自
治
体
。
地
域
に
学

校
が
な
い
と
暮
ら
す
価
値
が

な
い
と
い
う
の
が
町
長
の
考

え
で
、町
に
は
小
学
校
が
２
校
、

中
学
校
が
１
校
あ
り
、
外
部
か
ら

の
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
も
積
極

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
し
た
松
崎
町
。
加
盟
し
て

い
る
小
さ
な
町
村
が
抱
え
る
課
題

は
ど
こ
も
重
複
し
ま
す
。キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
に
あ
る

よ
う
で
す
。

松
崎
町
で
も
今
、
い
く
つ
か
の

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が

根
付
き
始
め
て
い
ま
す
。
小
さ
な

町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
く

先
に
町
の
未
来
が
見
え
て
く
る
。

そ
ん
な
思
い
を
強
く
し
た
山
梨
県

早
川
町
の
研
修
で
し
た
。

【
第
４
グ
ル
ー
プ
記
】

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

町
で
は
、
職
員
の
能
力
向
上
や

小
さ
く
て
も
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
全
職
員
を

グ
ル
ー

１１

プ
に
分
け
、「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
加
盟
地
域
の
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
連
合
加
盟
地
域
の
先
進

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
今
月

号
か
ら

回
に
わ
た
り
報
告
し
て

１１

い
き
ま
す
。

山
梨
県
早
川
町

早
川
町
は
、
県
西
南
部
に
位
置

し
、
人
口
が
１
１
３
４
人
と
町
と

し
て
は
日
本
一
人
口
の
少
な
い
自

治
体
で
す
。

研
修
で
は
、
町
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
上
流
文
化
圏
研

究
所
」
の
事
務
局
長
か
ら
少
子
高

齢
化
時
代
に
お
け
る
地
域
づ
く
り

を
中
心
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
で
大
切
な
こ
と
は

「
今
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
力
を

結
集
さ
せ
る
」
こ
と
で
、
そ
の
た

松
崎
町
が
加
盟
す
る
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、

月
１
日
か
ら
３

１０

日
ま
で
、
長
野
県
木
曽
町
、
南
木

曽
町
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

新
た
に
連
合
に
加
盟
す
る
町
村
が

承
認
さ
れ
る
臨
時
総
会
や
新
規
加

盟
町
村
の
承
認
セ
レ
モ
ニ
ー
、
現

地
視
察
が
行
わ
れ
る
連
合
の
主
要

行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
来
年
度
は

松
崎
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

臨
時
総
会

臨
時
総
会
で
は
、
新
た
に
６
町

村
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
、
静
岡
県

内
で
は
、
川
根
本
町
が
当
町
に
続

き
加
盟
し
ま
し
た
。

川
根
本
町
は
、
本
州
唯
一
の
原

生
自
然
環
境
保
全
地
域
と
な
っ
て

お
り
、
町
全
体
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
銘
茶
川
根
茶
の
茶
園
風
景
」、「
国

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

徳
山
の
盆

踊
」
を
地
域
資
源
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

現
地
視
察

現
地
視
察
で
は
、
南
木
曽
町
の

妻
籠
宿
、
木
曽
町
の
木
曽
馬
の
里

等
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
に
相
応
し

い
歴
史
的
建
造
物
や
景
観
、
住
民

の
取
り
組
み
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

交
流
会

交
流
会
で
は
、
長
野
県
内
連
合

加
盟
町
村
か
ら
特
産
品
を
使
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
地
元
の
和
太
鼓
や
踊
り
に
よ

る
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
来
年
度
の
開
催
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

フェスティバルでの

記念撮影の様子
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０
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５
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【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

１
０
０
歳
の
お
祝
い

月
９
日
、
齋
藤
町
長
は
、
稲

１０
葉
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
お
祝

い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
稲
葉
さ
ん
は
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
答

え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
齋
藤
町
長
よ
り

内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
静
岡
県
知

事
か
ら
の
お
祝
い
品
の
贈
呈
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

１００歳のお祝いを受ける稲葉さん
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○
阪
神
・
淡
路
大
震
災

今
か
ら

年
前
の
平
成
７
年
１

２０

月

日
に
最
大
震
度
７
を
観
測
し

１７
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、

約
６
４
０
０
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
お
け
る

強
い
揺
れ
は
十
数
秒
程
度
で
し
た

が
、
亡
く
な
っ
た
方
の
８
割
以
上

は
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
、

け
が
を
し
た
方
の
半
数
近
く
は
家

具
の
転
倒
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

想
定
さ
れ
る
東
海
地
震
の
特
徴

①
直
下
型
の
海
溝
型
地
震
で
あ
る

た
め
、
県
内
の
生
活
圏
の
ほ
ぼ

全
体
で
震
度
６
強
か
ら
７
の
激

し
い
揺
れ
が
１
分
か
ら
２
分
続

く
。

②
沿
岸
で
は
大
津
波
が
襲
来
す
る
。

震
源
地
が
近
い
た
め
、
津
波
の

到
達
時
間
が
早
い
。

家
具
固
定
の
必
要
性

過
去
の
地
震
の
教
訓
や
想
定
さ

れ
る
地
震
の
特
徴
か
ら
、
地
震
の

強
い
揺
れ
に
よ
り
家
具
が
転
倒
し

ド
ア
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

玄
関
ま
で
の
通
路
が
ふ
さ
が
れ
た

り
、
け
が
を
し
て
歩
け
な
く
な
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

津
波
が
心
配
さ
れ
る
地
区
に
お
い

て
は
、
高
台
へ
の
迅
速
な
避
難
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
家
具
の
転
倒

に
よ
っ
て
自
宅
か
ら
出
る
こ
と
さ

え
で
き
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止

等
、
家
の
中
の
安
全
対
策
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

６５

世
帯
等
を
対
象
に
、
町
が
委
託
し

た
事
業
者
に
よ
る
、
家
具
を
５
品

ま
で
無
料
で
取
り
付
け
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
家
具
】

タ
ン
ス
・
本
棚
・
食
器
棚
・
テ

レ
ビ
・
冷
蔵
庫
等
が
対
象
で
す
。

【
申
し
込
み
】

月

日
（
金
）
ま
で
に
総
務

１１

２０

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

一
般
世
帯
に
は
、
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
限
度
額
３
万
円
）

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

防
災
対
策
（
家
具
固
定

防
災
対
策
（
家
具
固
定
））

家
庭
内
家
具
固
定
推
進
事
業
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稲
葉

い
な

ば

文
字
さ
ん
（
那
賀
）

も

じ

（
大
正
４
年

月
９
日
生
）

１０

下
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成

年
分
の
青
色
申
告
決
算

２７

書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書
用
紙
等

に
同
封
さ
れ
ま
す
。

説
明
会
に
関
す
る
書
類
は
、
対

象
と
な
る
方
に
事
前
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
当
日
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
不
足
す
る
書
類
が
あ
る

場
合
は
、
説
明
会
場
ま
た
は
下
田

税
務
署
で
配
布
し
ま
す
。

税
務
署
へ
の
電
話
は
自
動
音
声

に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
質
問
は
「
２
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

時間ところとき

13：30～15：30環境センター文化ホール11月26日（木）

※時間ところとき

陰10：00～12：00
隠13：30～15：30

下田市民文化会館大会議室11月20日（金）

○年末調整等説明会（法人および個人の白色申告者）

○青色申告決算等説明会（個人の青色申告者）

※①と②は同じ内容です。

津津津津津津津津津津津津津津津津
波波波波波波波波波波波波波波波波
防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策

津
波
防
災
対
策
ののののののののののののののののの

検検検検検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討討討討討
がががががががががががががががが
始始始始始始始始始始始始始始始始
まままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし

検
討
が
始
ま
り
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
県
が

策
定
し
た
第
４
次
被
害
想
定
を
基

に
、
今
後
の
津
波
防
災
対
策
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
住
民
の
皆
様

と
県
・
町
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
い
く
場
と
し
て
、
防
潮
堤
等
の

津
波
防
護
施
設
の
整
備
方
針
に
つ

い
て
話
し
合
う
「
松
崎
町
津
波
対

策
検
討
会
地
区
協
議
会（
松
崎
地
区
・

三
浦
地
区
）」
と
津
波
避
難
計
画
に

つ
い
て
話
し
合
う
「
津
波
避
難
計

画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
町
内

７
地
区
）」
の
２
つ
の
組
織
が
設
け

ら
れ
、
９
月

日
、
環
境
セ
ン
タ
ー

２９

文
化
ホ
ー
ル
で
１
回
目
の
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
組
織
の
目
的
と
今

後
の
進
め
方
や
想
定
さ
れ
る
津
波

の
内
容
、
防
護
施
設
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
ハ
ー

ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合

わ
せ
た
地
域
に
一
番
良
い
津
波
対

策
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
方
針
を

ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３



重
点
化
し
た
新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

月
を
迎
え
、
役
場
内
で
は

１１
平
成

年
度
当
初
予
算
の
編
成

２８

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
平
成

年
度
当
初
予
算

２８

で
は
、
町
再
生
の
初
年
度
に
あ

た
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
全
庁

一
丸
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ

と
を
念
頭
に
予
算
編
成
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
加
盟
町
村
で
は
、
世
襲

財
産
で
あ
る
地
域
資
源
を
活

用
し
、
住
民
の
皆
様
が
自
主

的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
済
的
な
自
立
を
目
指
す
こ

と
を
事
業
戦
略
の
柱
に
据
え

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
際

に
現
地
へ
行
き
、
そ
の
地
域

の
職
員
の
熱
意
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
う
た
め
、
全
職
員
を

対
象
に
６
月
か
ら
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟

町
村
へ
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

視
察
研
修
で
得
た
各
地
域
の

取
り
組
み
を
参
考
に
松
崎
町
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
る
か
を
考
え
、
予
算
要
求
に

反
映
す
る
よ
う
に
方
針
を
示
し

ま
し
た
。

従
来
の
管
理
職
が
意
思
決
定

を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
予

算
編
成
を
行
う
の
で
は
な
く
、

職
員
一
人
一
人
が
町
の
将
来
を

考
え
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
・

要
望
に
応
え
る
予
算
要
求
を

行
い
、
そ
の
提
案
を
積
極
的

に
採
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

松
崎
町
が
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
と
し
て
町
民
の

皆
様
が
住
み
や
す
く
、
魅
力

あ
る
地
域
と
し
て
存
続
し
て

い
く
た
め
、
従
来
の
枠
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
予
算

を
重
点
化
し
、
配
分
し
て
い

く
所
存
で
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７１

１０月３日と４日の２日間、石部棚田ではオー
ナーやトラスト会員等が参加し、収穫祭が開催
されました。オーナーらは、地元の方の指導の
もと、稲刈り作業に汗を流しました。

９月２６日、環境センター文化ホールでは、伊
豆の長八生誕２００年を記念し、長八シンポジ
ウムが開催され、基調講演やパネルディスカッ
ション等が行われました。

１０月１２日、雲見海岸では、雲見温泉海賊料理ま
つりが開催されました。会場では、クジラに見立
てた約１４０㌔のカジキマグロが豪快に解体され、
多くの来場者に振る舞われました。

９月２７日、伊豆の長八美術館周辺では、長八
フェスティバルが開催されました。今回は伊豆
の長八生誕２００年を記念して中宿通りまで規
模を拡大し、多くの来場者でにぎわいました。
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棚田収穫祭

長八シンポジウム

雲見温泉海賊料理まつり

第３２回 長八フェスティバル
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葛
生
え
た
草
は
小
さ
い
う
ち
に
根
か
ら
取
り
除
く

で
草
を
取
り
き
る
の
は
難
し
い
。

美
柳
さ
ん
は
「
人
数
を
か
け
な

い
と
草
の
な
い
き
れ
い
な
道
路

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
き
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
奉
仕
団
体
が
週
と
範
囲
を

決
め
て
、
協
力
し
て
草
取
り
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
」
と
話
す
。

最
後
に
、
美
柳
さ
ん
は
「
草

取
り
は
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
小
さ
な
社
会
貢
献
で
す
が
、

こ
れ
が
小
さ
な
幸
福
に
な
っ
て
、

み
ん
な
が
住
み
や
す
く
な
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

草
取
り
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

NNo.1No.111
草
の
な
い
き
れ
い
な
道
路

草
の
な
い
き
れ
い
な
道
路
にに

い
つ
も
草
の
生
え
て
い
な

い
き
れ
い
な
道
路
に
し
よ
う

と
、
県
道

号
下
田
松
崎
線

１５

沿
い
の
草
取
り
を
行
っ
て
い

る
。草

取
り
は
週
に
１
回
、
草

を
取
っ
た
場
所
を
見
て
回
り
、

見
つ
け
た
雑
草
は
小
さ
い
う

ち
に
根
か
ら
取
り
除
く
。
美

柳
さ
ん
が
所
属
す
る
松
崎
町

ま
ち
づ
く
り
や
ろ
う
じ
ゃ
協

議
会
の
活
動
で
も
草
刈
り
等

の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
草
の
な
い
き
れ
い
な
道

9

路
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
か
ら
一
人
で
も
草
取
り
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。
美
柳
さ
ん

は
「
草
取
り
を
し
て
い
る
と
通

行
人
の
皆
さ
ん
が
『
ご
苦
労
さ

ま
で
す
』『（
草
取
り
を
し
て
く

れ
て
）
あ
り
が
と
う
』
と
声
を

か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
気
遣

い
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
。

美
柳
さ
ん
が
草
取
り
を
行
っ

て
い
る
の
は
県
道

号
沿
い
の

１５

宮
の
前
橋
付
近
。
県
道

号
沿

１５

い
は
範
囲
が
広
い
た
め
、
一
人

Profile

たかやなぎ ふみひろ さん

県道15号沿いの美化活動

に取り組む。松崎町まち

づくりやろうじゃ協議会

のメンバーで、会として

も道路や河川敷の美化活

動を行ってる。パソコン

にはまっている。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

姉

妹

都

市

通

信

９
月
か
ら

月
に
か
け
て
、
十

１０

勝
管
内
で
は
収
穫
を
味
わ
う
お
ま

つ
り
が
多
数
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
じ
ゃ
が

い
も
を
皮
ご
と
ふ
か
し
て
、
ア
ツ

ア
ツ
の
う
ち
に
バ
タ
ー
を
の
せ
て

食
べ
る
、
ホ
ク
ホ
ク
の
「
じ
ゃ
が

バ
タ
ー
」
で
す
。

じ
ゃ
が
い
も
は
十
勝
が
日
本
一

の
生
産
地
で
、
全
国
生
産
量
の
約

３
割
を
占
め
ま
す
。
煮
崩
れ
し
に

く
く
、
カ
レ
ー
等
に
最
適
な
「
メ
ー

ク
イ
ン
」
や
、
コ
ロ
ッ
ケ
に
使
い

や
す
い
「
男
爵
」
の
ほ
か
、
濃
い

だ
ん
し
ゃ
く

黄
色
と
強
い
甘
み
が
特
徴
の
「
イ

ン
カ
の
め
ざ
め
」
等
々
、
な
ん
と

種
類
以
上
も
の
品
種
が
生
産
さ

３０れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
協
主
催

で
、
地
元
で
採
れ
た
メ
ー
ク
イ
ン

を
存
分
に
ふ
る
ま
う
「
大
正
メ
ー

ク
イ
ン
ま
つ
り
」
と
い
う
名
前
の

行
事
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
バ
タ
ー
の
原
料
と
な
る

生
乳
生
産
量
は
、
国
内
の
５
割
を

北
海
道
で
、
こ
の
う
ち
約
４
分
の

１
を
十
勝
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
が
昔

か
ら
大
好
き
で
す
。
長
年
こ
れ
が

じ
ゃ
が
い
も
の
一
番
お
い
し
い
食

べ
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
や
ら
、
や
め
ら
れ
な
い
食
べ

方
は
ほ
か
に
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

な
ん
と
、じ
ゃ
が
バ
タ
ー
に「
イ

カ
の
塩
辛
」
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
こ

れ
が
驚
く
ほ
ど
合
う
ん
で
す
。

＜

作
り
方＞

①
じ
ゃ
が
い
も
を
ふ
か
す

②
ア
ツ
ア
ツ
の
う
ち
に
真
ん
中
を

割
り
、
バ
タ
ー
、
塩
辛
、
お
好
み

で
塩
を
の
せ
る

猪
で
き
あ
が
り

十
勝
産
の
じ
ゃ
が
い
も
と
バ

タ
ー
な
ら
な
お
さ
ら
、
も
う
や
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
十
勝
産
の

農
畜
産
物
は
、
Ｊ
Ｒ
帯
広
駅
に
あ

る
「
と
か
ち
物
産
セ
ン
タ
ー
」
等

で
直
送
販
売
し
て
い
て
、
気
軽
に

お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

塩塩
辛
じ
ゃ
が
バ
タ

塩
辛
じ
ゃ
が
バ
タ
ーー

姉

妹

都

市

通

信

塩辛じゃがバター

柳

文
浩
さ
ん
（
江
奈
２
）

検検検
検
検
検
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，１８５人（－１１人）

男 ３，４１２人（－８人）

女 ３，７７３人（－３人）

世帯数 ３，０３８戸（＋１戸）

転 入 ９人 転 出 １７人

出 生 ２人 死 亡 ５人

（平成２７年９月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
十
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

八

号

「『
名
義
を
貸
し
て
…
』を
利
用
し
た
詐
欺
に
注
意
を
！
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（（９９月届出分月届出分））

人身事故 ２件 （－２）

物損事故 １２件 （＋３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （－３）

平成２７年９月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４６６

松松松

崎崎

文文

芸芸

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

最
近
、
Ａ
業
者
が
消
費
者
に
古

銭
の
販
売
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
送
り
付
け
る
と
、
し
ば
ら
く

し
て
、「
Ａ
業
者
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
て
い
な
い
か
。
届
い
た
人

し
か
古
銭
を
購
入
で
き
な
い
と
の

こ
と
な
の
で
、
届
い
て
い
た
ら
あ

な
た
の
名
義
を
貸
し
て
欲
し
い
」

と
別
人
か
ら
電
話
が
入
る
。
そ
の

後
、
古
銭
の
実
際
の
販
売
業
者
と

な
る
Ｃ
業
者
か
ら
「
誰
か
が
あ
な

た
の
名
義
を
借
り
て
購
入
申
し
込

み
を
し
た
。
こ
れ
は
違
法
だ
！
解

決
金
を
払
わ
な
い
と
大
変
な
こ
と

に
な
る
」
等
と
告
げ
て
、
消
費
者

を
不
安
に
陥
れ
、
金
銭
の
支
払
い

を
請
求
す
る
手
口
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
①
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
情
報
が
送
ら
れ
て
く
る
、

②
上
記
①
に
つ
い
て
名
義
を
貸
し

て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
る
、

③
名
義
貸
し
は
違
法
だ
と
言
っ
て

高
額
の
請
求
を
す
る
、
と
い
っ
た

手
口
は
典
型
的
な
詐
欺
の
類
型
で

あ
る
と
こ
ろ
、最
近
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
も
同
様
の
手
口
を
使
っ

た
詐
欺
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ

う
な
詐
欺

事
案
が
あ

る
こ
と
を

意
識
し
、安

易
に
名
義

貸
し
を
す

る
と
い
っ

た
こ
と
の

な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

山 本 孝 之女愛 空
あい ら

明 伏

関 洋 介男朝 日
あさ ひ

南 区

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

文 男９０石田きく子江奈４

洋 一９０美 橋 り の岩 地

き わ 子７２美 忠 昭岩 地

博 巳９４鈴 木 新 一雲 見

おくやみ申し上げます（死亡）

夏

目

和

子

石

田

宏

斉
藤
み
つ
子

佐

藤

亨

松
田
美
智
子

小

林

一

男

稲

葉

菊

恵

細

矢

金

治

吉
岡
う
た
子

高

橋

信

夫

依
田
ふ
じ
枝

田

中

道

源

清

水

高

子

山

本

一

詞

土
屋
規
矩
子

盆
栽
の
り
ん
ご
た
わ
わ
や
ほ
の
赤
し

秋
晴
れ
や
家
族
で
巡
る
伊
豆
各
所

り
ん
ご
剥
き
皮
の
長
さ
を
競
ひ
し
日

む

彼
岸
花
に
先
導
さ
れ
て
帰
り
け
り

ど
う

背
に
重
き
り
ん
ご
の
土
産
信
濃
旅

幾
つ
に
も
風
が
波
う
つ
す
ゝ
き
原

抱
き
上
げ
て
孫
に
摘
ま
せ
る
り
ん
ご
狩

つ

敬
老
日
謡
ふ
は
最
上
川
舟
唄

り
ん
ご
食
む
恙
な
き
幸
か
み
し
め
て

遠
き
日
の
林
檎
木
箱
に
眠
り
け
り

健
や
か
に
生
き
て
名
月
祀
り
け
り

す
り
り
ん
ご
氷
ま
く
ら
と
母
の
顔

店
先
に
め
ず
ら
し
き
名
の
林
檎
か
な

遠
き
日
の
剣
士
気
取
り
や
曼
珠
沙
華

ず
っ
し
り
と
土
産
の
り
ん
ご
東
北
産

－

俳

句－

町
で
は
、
平
成

年
度
採
用
の
職
員

２８

を
募
集
し
ま
す
。

【
採
用
人
員
】

事
務
職
員

若
干
名

事
務
職
員
（
身
体
障
害
者
）

１
人

土
木

１
人

【
受
験
資
格
】

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

総
務
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

月

日
（
月
）
～

月

日
（
金
）

１１

１６

１２

１８

【
試
験
日
程
（
第
１
次
試
験
）】

平
成

年
１
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
～

２８

【
試
験
会
場
】

環
境
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

町

職

員

募

集


